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Cha且gein gastric emp句ingeight weeks after endoscopic submucosal dissection 

for early gastric cancer patients 

(早期胃癌に対する内視鏡的粘膜下層剥離術後B週後における胃排出能の変化)

背景:早期胃癌に対する治療法として，内視鏡的粘膜下層剥離術endoscopicsubmucosal 

dissection (ESD)は，日本においてリンパ節転移のリスクが低い分化型粘膜癌に対する標準

治療となっている.ESDは胃を温存でき，かっ，リンパ節廓清による神経切除も行わないこ

とから，従来の外科手術に比べて，術後の胃排出能への影響が少ないことが予想される.し

かし，実際には， ESD後に腹満感や食欲不振を訴える患者に遭遇し， ESDが胃排出能に影

響を及ぼす可能性が考えられる.が，まだ胃排出能への影響は十分には明らかにされていな

い.そこで，本研究は，胃 ESD後の胃排出能の変化を明らかにすることを目的とした

方法:2010年 10月から 2013年1月までに，ESDを施行された早期胃癌54例を対象とした.

胃排出能の指標は 13Cを用いた呼気試験法を施汗し測定したTlagとTl/2を用いた.呼気試

験法はESD前， 1週間後， 8週間後に施行した.主評価項目は， ESD前， 1週後，8週間後に

おける Tlag，T 1/2の変化とし， ililJ次評価項目は， Tlag， T 1/2の変化に関わる因子とした.

結果:Tlag(中央値)は， ESD前， ESD1週後， ESD8週後で，それぞれ1.03時間，1.09時

間，1.10時間であり，ESD前と比べて 1週後， 8週後で遅延した (P=0.002，P<0.001 ;それ

ぞれ)• T 1/2 (中央値)も， ESD前， ESD1週間後， ESD8週後で， 1.58時間，1.73時間，1.75

時間であり， ESD1週後， 8週後で遅延した ('p=0.005，.P=0.001 ;それぞれ).近胃は遠胃

に比べて，ESD1週間後と ESD前の Tlag，T 1/2の差が大きく (p=0.028， P<. 0.001それぞ

れ)，近胃は遠胃よりも ESD1週間後の胃排出能は低下した.しかし，近胃と遠胃でESD8

週後と ESD前の Tlag， T 1/2の変化に差はなかった.ESD1週後と ESD前における Tlag

とTl/2の変化に関する影響因子は，単回帰分析，重回帰分析では部位であった(Tlag; 

.P=0.018， f=0.003， T 1/2; .P=0.033， .P=0.005，それぞれ).ESD前とESD8週後におけるTlag，
T 1/2の変化に関する影響因子は認めなかった

結論:ESDは胃排出能を8週間後まで低下させた.また，排出能低下の低下は， ESD8週後

に関与する因子はなかったが， ESD1週後には近胃が関与した.
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